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岡山県・笠岡湾干拓地の冬期における猛禽類４種の環境選好

黒田治男

〒６７１－１５兵庫県揖保郡太子町鵬lO55

はじめに

冬期にはチョウゲンボウＦαﾉｃｏｔｍ"uncuIus，ノスリButeo6uteo，チュウヒarcus

aerugmosus，ハイイロチュウヒarc"sCya凡eusなどの猛禽類が各地の干拓地や農地を利

用している．今回，調査地として選んだ笠岡湾干拓地でもチョウゲンボウやノスリ，チュ

ウヒ，ハイイロチュウヒが生息していた．著者はこの笠岡湾干拓地になぜ猛禽類が多く生

息し共存できるのか疑問に思った．そこで，これらの猛禽類の飛期習性の違いや生息環境

を調べた．調査にあたっては，稀にしかみられない．チョウゲンボウFajcocojum6ar虹ｓ

やケアシノスリButeojagopus，また，おもに夜に活動するコミミズクＡｓｊｏ／Ｚａｍｍｅｕｓ

は対象外とし，この干拓地で普通にみられるチョウゲンボウ，ノスリ，チュウヒ，ハイイ

ロチュウヒを調査対象とした．

調査地および調査方法

調査は，1991年２月２日～３月23日まで岡山県笠岡市の笠岡湾干拓地で行なった．調査

地は，本土と沖合の神島のあいだを干拓してつくられた面積1,800ｈａにおよぶ干拓地で，

おもに牧草地や畑地として利用されている．これらの環境はモザイク状に入りまじってお

り，そのあいだを道路と水路が縦横にはしっている．また，所々に空き地があり，セイタ

カアワダチソウso"dtzgoajtissjmaやヨシＰﾉｶragmjtesaustrα"s，ススキMjscα"t加ｓ

ｓｍｅ"icusなどの草地が広がっている．ここは，以前からチョウゲンボウ，ノスリ，チュ

ウヒ，ハイイロチュウヒなどの猛禽類が多くみられるところとして知られている場所であ

る（日本野鳥の会岡山県支部1988)．調査を開始した２月２日から３月23日までの８日間

の観察では，チョウゲンボウが３羽，ノスリが５羽，チュウヒが３羽，ハイイロチュウヒ

が２羽（雄１，雌１）が確認された．

実際の調査にはいるまでに予備調査を１月６，１２，２６日に行なった．本調査は，８日間

(計33時間35分）行ない，干拓地内を車で巡回しながら，発見した個体を見失うまで観察

し，追跡している個体が飛期している位置などを干拓地の地図上に記録しながら時刻，種

名，飛期高度，飛期行動の種類などを記録した．飛期高度は，近くにみられる草や電柱の

高さを目安にし，また飛期行動については表１で大別した内容から選び記録した．

調査地の環境は，調査地内を８要素に分類し，草の高さが30～40ｃｍのセイタカアワダ

1995年１月10日受理
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表１．ワシタカ類で見られる飛朔坑道の分類．

Table1．Classificationofflyingpatternsofraptors．

飛期行動

flyingpattems

１．急降下

Nosediving
2・段階的
Staircasedescenl

3，水平飛行

Levelflight

1．監視飛期

Watcing
2・巡回飛行

Cruising

旋回

Circlin質

ＲｐｈＦｗｉｏＹ

低空飛期または，低空飛行（一定の高さを飛行）から地上の捜物を襲う‘

低空飛測をくり返して段階的に降下し，拠物を探す．

低空飛期をくり返して水平に移動し，換物を探す．

(移動範囲はせまく，いつでも狸物を狸うことができる体勢にある場合.）

低空飛期をくり返し，広樋囲に水平飛行で移動する．

低寵飛期（一定のI鮒さを飛行）しながら，広範閉に移動する‘

(移動範囲は広く，狸物を襲うしぐさが兄られない場合.）

円を描いてぐるぐるまわりながら上界し，別の場所へ移動する．

チソウ，草の高さが１～２ｍで幅約５ｍの水路にあるセイタカアワダチソウとススキ，単

の尚さが２～３ｍで幅約50ｍの水路にあるセイタカアワダチソウとヨシ，０～30ｃｍの高さ

の雑草をその他の単地，麦畑や畑，耕されて草のない所をその他の耕地，および牧草地，

|｣Iや遊水池などとした（図１）．

結果

チョウゲンボウは309回，ノスリは247回観察された．lか所に停止するような形で飛ぶ

停空飛期とｌか所の上空を旋回し統ける旋回飛測がみられた．チュウヒは861Lll，ハイイロ

チュウヒは19回観察された．地表から数ｍの低い上空を一定の商度でゆっくりと移動する

低空飛行と旋回飛期がみられ，停空飛期は１度もみられなかった．確認された商度，行動，

環境については以下のような結果を得た．
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l）飛期高度

チョウゲンボウは，６～１０ｍの高さで停空飛期することが肢も多く77.3％（239Ｍ）確

認された（剛２）．そのほかｌ～５ｍは7.4％（23回)，１５～20ｍは10.0％（31回)，２０ｍ以

上は5.2％（16回）と利用が少なかった．それに対しノスリは，６～10ｍの高さが46.6％

(115回）とやや多いものの１～５ｍは28.3％（70回)，１５～20ｍは10.9％（27回)，２０ｍ以

上は14.2％（351111）とチョウゲンボウに比べると利川にあまり差がなく，ほぼまんべんな

く利用していた（図２)．チョウゲンボウとノスリの飛期尚度は有意に違っていた（ｘ２＝

56.4,自由度３，Ｐ＜0.001)．

チュウヒとハイイロチュウヒは，セイタカアワダチソウとススキやヨシの上空を飛んで

いるのを観察することが多く，１～５ｍの商さの利用が妓も多かった（園２）．チュウヒ

は74.4％（64回)，ハイイロチュウヒは89.5％（１７回）観察された．

２）飛期行動の種類

各個体を追跡''1にみられた飛期行動はチョウゲンボウでは監視飛期が最も多く199191

(6.1.4％）であった．ノスリは段階的飛期（50回，20.2％)，水平飛行（7‘１回，30.0％)，監

視（78回，31.6％）をほぼ同じ割合で利用していた（図３)．チョウゲンボウとノスリの

飛期行動にはｲj意な差が認められた（ｘ２＝21.0,自由度４，Ｐ＜0.001)．

チュウヒとハイイロチュウヒでは，巡lIll飛行の利川がチュウヒは651且Ｉ（75.6％)，ハイ

イロチュウヒは12回（63.2％）と最も多かった（図３）．
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Ｆｉｇ．２．Ｆｌｙｉｎｇheightsoffourspeciosofraptors



〃Z，

i参議

lOC
端

Ⅷ

チ３ウゲンポウ
f罰ﾉｍｆｉｍｍｍＩ“

謬議
Ｍ０

認… 瀕勿賜杉動２２場Z甥卓鹿”〃

，
”
聯
釦
０
帥
弼

Ｉ

豊
◎
一
罵
匡
⑳
沢
一
○
』
。
』
ひ
５
コ
ｇ
』
』
嘩

当
濠
雑
露

ノスリ
伽にｏ伽に〔】

霧;謬謬1霧〃－１/〃Ｉ

チュウヒ
α応“JJmjjW"ICSI曙

194

|鯵謬

”"’ 塚蕗2:１

ハイイロチュウヒ
口応“qW7ctzs

P』〃,”〃ZZZ０
，
鰐

Ｉ

髄

鯵
鱗

""〃'１
Ⅱ

急降下段斯的水ＷＩＷ磯視・過'''１典IMI
NoscdM叩Sl81i｢、鑑Ｌｃ,'clwh1gM唾・Cruisi叩ｃ姉lIIMI

d唾ぐI11niRh【

似１３．ワシタカ類４砿における飛期行動５型の観察頻度

Ｆｉｇ．３．Frequencyoffivedifferentflyingpatternsbyfourspeciesofraptors．

３）飛期環境

調査地のそれぞれの斑境要素での観察頻度を図４に示した．調食地のそれぞれの塊境妥系での観察独度を凶４に示した．４種とも牧草地では観察さ

れなかった．その他の耕地はチュウヒのみで確認（３回，3.5％)，畑，麦畑と山や遊水池

などではノスリのみでそれぞれ１回（0.4％）確認された．

チョウゲンボウはセイタカアワダチソウの環境上空で股も多く記録され，2831111

(91.6％）記録された．ノスリはその他の草地で記録されることが雌も多く，２１０１，１

(85.0％）記録された．

チュウヒとハイイロチュウヒは，セイタカアワダチソウ，セイタカアワダチソウとスス

キ，セイタカアワダチソウとヨシ，その他の草地の上空でI氾録されることが多く，lIIIi極の

各環境要素の利用様式は似ていた（図４)．チュウヒはその他の草地上衆を16回（18.6％)，

セイタカアワダチソウ上空を21回（24.‘1％)，セイタカアワダチソウとススキの上空を１９

回（22.1％)，セイタカアワダチソウとヨシ上空を27Ｍ（31.4％）利川していた．ハイイ

ロチュウヒについてはその他の草地のＭＨを２回（10.5％)，セイタカアワダチソウのｋ

空を811'’（42.1％)，セイタカアワダチソウとススキの上空を５回（26.3％)，セイタカア

ワダチソウとヨシの上空を４回（21.2％）利用していた．

これら４種が頻繁に利川したセイタカアワダチソウ，セイタカアワダチソウとススキ，

セイタカアワダチソウとヨシ，その他の草地から，それぞれの種の環境逃好を調べた結果，

チョウゲンボウ，ノスリ，チュウヒ共に有意な環境選好性が認められた（チョウゲンボウ

：Ｘ２＝376.1,自由度３，Ｐ＜0.001,ノスリ：ｚ２＝255.1，白山度３，Ｐ＜0.001,チュウ
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考察

チョウゲンボウの停空飛期は，６～１０ｍの高さを保ちながら監視することが多く，獲物

のいる場所を把握するのに利用しているようであった．

ノスリについては，段階的に下降して獲物に近づき，いつでも急降下できる体勢を整え

ていることが多くみられた．このことからノスリは停空飛期を利用して目で獲物を確認し，

狩りをしていることが予想された．

チュウヒやハイイロチュウヒは１～５ｍの高さを低空飛行し，セイタカアワダチソウと
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図４．ワシタカ類４種における飛期環境８型の観察頻度（■）と期待値（□）
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上：ｘ２＝105.93,自由度３，Ｐ＜0.001)．チョウゲンボウはセイタカアワダチソウの，ノ

スリはその他の草地の，チュウヒはセイタカアワダチソウとススキの草地の選好性が高かっ

た．ハイイロチュウヒについては記録数が少なかったため，有意検定を行なうことはでき

なかった．
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ススキやヨシの生えた水路に沿って巡回飛行することが多かった．今回の笠岡湾干拓地の

調査でチュウヒとハイイロチュウヒは停空飛期がみられなかった．

笠岡湾干拓地の環境は畑，麦畑のしめる割合が最も多く全体の23.3％をしめ，次に山，

遊水池が21.3％をしめている．しかし，猛禽類４種の利用は少なく，また，12.5％の牧草
地も利用がまったくなかった．

チョウゲンボウはセイタカアワダチソウをノスリはその他の草地を，チュウヒはセイタ

カアワダチソウとヨシを選好していた．この調査で観察された飛期行動の多くは，狩り，

獲物の探索など採食にかかわる飛期が多かったことから，この環境選好は，採食場所選好
を示していると思われる．

以上のように，チョウゲンボウとノスリは採食のためにもちいる飛期行動が異なり，チョ

ウゲンボウ，ノスリ，チュウヒそれぞれが選好する環境が異なっていた．これらのことが，

同じ場所，同じ時期にこれらの猛禽類が生息し，共存することができる要因の１つである

と思われた．今後は，今回明らかにすることのできなかったハイイロチュウヒの環境選好

性を明らかにするとともに，それぞれの種が利用する食物が異なるのかどうかなどについ

ても明らかにしたい．

鮒辞

本調査を実施するにあたり，西山耕司氏には調査地の紹介を，山子恵宏氏にはチュウヒの情報を提

供していただいた．また，本論文の作成にあたり日本野鳥の会研究センターの藤田剛氏にご指導をい

ただいた．これらの方々に厚くお礼申し上げる．

要約

1.1991年２月２日～３月23日までの８日間，岡山県笠岡市の笠岡湾干拓地で猛禽類４種の停空飛期

（低空飛行）の利用と環境選好について調べた．

2．チョウゲンボウは６～10ｍの高さで飛びつづけることが多かった．ノスリは飛期高度にあまり違

いがなく，少しずつ飛ぶ高さを低くしていくことが多かった．チョウゲンボウとノスリの飛期高度

と飛期行動に有意な差が認められた．

3．チュウヒとハイイロチュウヒは１～５ｍの高さで巡回飛行をすることが多く，低空飛行の利用は

狩り場のみまわりと獲物を追い出すために利用していた．

4．チョウゲンボウはセイタカアワダチソウ，ノスリはその他の草地，チュウヒはセイタカアワダチ

ソウとヨシの草地を選好していた．

引用文献

日本野鳥の会岡山県支部．1988．岡山の野鳥．山陽新聞社，岡山．



Winterhabitatselectionoffourspeciesofraptorsin

intheKasaokaReclaimedLand，OkayamaPrefecture．
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Habitatselectionoffourspeciesofraptorswasobservedfor8daysfrom2Februaryto

23March，１９９１intheKasaokaReclaimedLand，OkayamaPrefecture、

KestrelsFtzIcotm皿"cujushoveredataheightof6tolOmwhilepatrolingtheirhunting

grounds・BuzzardsBuZeob“eohoveredatclosequartersoftheirprey・Flyingheightsand

patternsdifferedsignificantlybetweenKestrelsandBuzzards・

MarshHarriersCjrcusaerugmosusandHenHarriersCircusCyaneuswereflyinglow

whenpatrolingtheirhuntinggroundstodriveouttheirprey・

KestrelshoveredprimarilyoverSbJidagoaJtissjma・BuzzardsandMarshHarriers

huntedprimarilyovergrasslands・ThecompositionofgrasslandvegetationwasSbZidcLgo
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